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正しい解析条件を理論をもとに紐解きます

実際の現象に対して境界条件がわからない
材料に対して入力データが正しいか心配

解析結果の見方がわからない
変形予測結果が大丈夫か危険なのかわからない

解析結果を正しく評価する力を習得します

何から始めればよいかわからない… いまさら聞けない…
専門知識が無くても

『知りたい』『学びたい』気持ちを大切にします

FEMについて基本的なことから始めます

役立つ

基礎講座

FEM（有限要素法）の概要
ソフトウェアの種類と特徴
応力、ひずみの基礎
シミュレーション計算の原理と計算手順
シミュレーション結果の見方、不具合評価のやりかた
今後のシミュレーションの動向 他

この講座で学習する内容例

御社独自のカリキュラムを作成いたします（要相談）



実践で役立つ

基礎講座

数値解析技術の進歩及び計算機の高速化に よ り 、数値解析ソ フ ト ウ ェ ア は あ らゆ
る塑性加工の分野で製品設計や工程設計等に利用され 、 ソ フ ト ウ ェ ア ユ ーザ ー が
塑性力学や有限要素法の基礎知識を持 っ て い な く て も解析を進める こ と が で き る
環境 と な り つ つ あ り ま す 。
し か し 、実際に直面す る技術的課題に対 し て正 し く解析 を行ない 、正 し く解析結
果を評価し て意味あ る考察に進め る には 、弾塑性力学の基礎的知識が必要不
可欠です 。
本講座では 、塑性加工の解析を行な う た め に必要な弾塑性力学及び有限要素
法の基礎に つ い て解説する と と も に 、演習を通 し て 実践的な知識 と し て の習得を
目指し ます 。
ま た 、受講者が携わ る実際の業務に応じ て講義内容の変更及び演習問題を追
加す る こ と に よ り 、 現場で実践でき る基礎理論 と し て身に着ける こ と が で き ま す 。

有限要素法とは： 数学の基礎：

変位とひずみ・力と応力： 要素の剛性：

剛性方程式の組立：力の釣り合い条件：

弾塑性変形現象： 基礎的な降伏条件：

相当応力・相当ひずみ：塑性変形（非線形）の取り扱い：


